
神奈川県立中原支援学校 学校運営協議会 開催結果  

  

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。  

審議会等名称 令和７年度 中原支援学校 第３回 学校運営協議会 

開催日時 令和８年２月 25日（水） 午前９時 40分～午前 11時 30分 

開催場所 本校 支援ルーム 

 出席者  

 

委員：９名（本校校長 1名含む） 

事務局：７名 

会議資料 ・保護者アンケート 

・教職員アンケート 

・人権に配慮した授業づくりアンケート 

・令和７年度学校評価報告書 

議事録 

 

１ 開会・校長挨拶 

２ 会長挨拶 

３ 学校評価について 

  ・アンケ－トは、在校生の保護者だけではなくて卒業生に「振り返ってみてどうだっ

たのか」と聞いてみるのもよい。 

・ICTの活用について、企業と一緒に取組んでみてはどうか。 

・ホ－ムペ－ジは、外部一般に向けて公開しているもの、「はにっぴ－通信」は、内

部向けて情報発信しているものと、それぞれ役割がある。 

・先生への感謝のコメント、メッセ－ジについては、先生方を元気づける。職員会議

等で伝えるべきである。 

・さん付け呼称の「いつでも、どこでも、誰とでも」は、人権尊重の一歩で大事な取

組みである。 

・小学部、中学部でのさん付け呼称は、将来の社会参加の一歩につながり、キャリア

発達のためにも必要なことである。 

・地域の公園の清掃に高等部の生徒が取組んでいただいたが、地域の方からは、高い

評価をいただいており，次回を期待する声が上がっている。 

・清掃活動について、機会があれば、生徒に直接感謝の気持ちを伝えていただけると

ありがたい。生徒の励みになる。 

・今回の保護者アンケ－トは、今年度の取組み内容を文中に盛り込んで実施したこと

で、学校の取組みを保護者に知っていただく良い機会となっている。 

・アンケ－トの結果のうち否定的な意見についてはチェックし、本当に課題であるか

どうかを精査する必要がある。 

・先生方が日頃困っていることも把握したい。教職員の困り感は児童生徒の困り感に

つながっている可能性があるため、課題解決に向けて取組む必要がある。 

４ 校長謝辞 

５ 事務連絡 

６ 閉会 

 


